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需題の所在と動機

平或10年12丹に小学校学習指導要領が告示さ

れ， 1 リズムダンスjが初めて取ち上げられる

ことになった。同時に，中学校及び高等学校に

於いても「現代的なリズムのダンスjとして今

まで辻「その他の領域j として位置づけられて

いたリズム系ダンスが内容として取り上げられ

ることになった。その後，平成14年の完全実施

に伴いく小・中学校)， 4年目に入札各学校

で創意工夫がなされ「表現運動J授業に fリズ

ムダンスjが取り入れられてきている。

しかし，新しく導入された内容であり，具体

的指導方法が構築されている過程であるため，

現場では必ずしも fリズムダンスjの特性を十

分に生かした実設がなされていないのでiまない

かと考える。なぜなら，まず読めに根底として

考える小学校学習指導要領には，汀リズムダン

スjは，現代的なリズムに乗って，リズムのと

り方や動き，相手との対応の仕方などを工夫し

て自由に踊るjと定義され，また， 1小学校では，

軽快なロックやサンパなどの 1)ズムに乗って弾

んで語る律動的な体験を中心に学習することが

大切である。jと示されているだけである。つ

まり，ロックやサンパの曲をかけ，リズムや動

きを自分で工夫しながらもただ自由に踊ること

を強調している。

昨年，平成16年に徳島県で行われた第43匝全

国学校体育研究大会第4分科会第46国徳島

県小学校体育科教育研究大会での「ワズムダン

スJの授業〈授業再又録ビデオ)に於いても残念

ながちその印象を与えた。曲数は多く，時々特

設のある曲も含まれてはいたが，リズムのとり

方や由に合ったステップの仕方，友達との関わ

り合い方などを指導する場面はほとんどなく，

ただ見童が激しく縦に揺れているだけであった。

邑由に揺れることは果たされており，児童も楽

しいという感想は持っかもしれない。だが，そ

れでは fリズムダンスJ本来の良さが生かされ

ていないのではないだろうか。小学校学習指導

案で定義している自由に揺るとは具体的内容を

教師酒々人に委ねていると考えられるのである。

そごで、本研究では，全国大会での「表現j と

「リズムダンスjの両授業を比較し，動きの特

性を調査・考察することから「リズムダンス」

の現状と課題を分析し，今後の改善の方向を検

討していこうと考えた。

先行研究の検討

三木.)11口らの刊現代的なリズムのダンス』

の特性とダンス授業における学習内容としての

有用性」よち，特性・有居性については明らか

にされているが，三木は今後の展望として fス

トリートで行われるダンスをそのまま教材とし

て持ち込むのではなく，先述したような興味関

心を窓口としながちダンスの本質的特性に触れ

させていく授業展開への教材化は，これから多

くの実践の中で検討されていかなければならな

い課題である。j と記述している o 11)ズムダン

ス」は，枠にとらわれず心と身体の弾みから心

身を開放し自由に表現できる心と身体を育て

る教材ではあるが そこを根底に据えながら曲

の持つイメージを捉えて曲に合った動きを学ん
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だり，各ジャンル特有のステップの仕方を学ん

だりすることも指導吾的としては大事な要素を

持っているのである。

そこで，本研究では，全国大会での「表現j

と 11)ズムダンスjの両授業を詑較し， Iリズム

ダンスJの現状と課題を明らかにすることを目

的とする。

研究の巨的

本研究は，現場における「リズムダンス」指

導の問題点を収録ビデオより明らかにし，今後

の課題を検討することを目的とするc 平成16年

に行われた全国学校体育研究大会での， I表現」
¥ 

と「リズムダンスj、の再授業を比べ，相違点か

ら 11)ズムダンスjのさ実業展開・授業構成の問

題点を導き出し，そこから「リズムダンス」の

今後の課題を明確にしていく。授業の比較の観

点は次の 3つである。

① 空障を工夫して使えているか。

〈体育館中を利用して動いているかc 隊形

や広がりに変化はあるか。)

② 克童の動きに起伏はあるか。

〈曲調や授業内容によって児童の動きに違

いiまあるか。特徴を捉えて動いているか。)

③ 授業目標が明確であるか。

(教授したい内容が児童の動きにどう現れ

ているか。言葉かけや演示は適切であるか。)

研究の手続き

本研究では，全国大会の収録ピデオより，

「表現Jと「リズムダンスjそれぞれの授業を l

単元の 1時間単柱で比較した。本研究で居いる

研究方法は次の通りである。

・クラス全体のゼデオ観察

.児童のビデオ観察

・ビデオプワンターによる動きの比較

ビデオプリンターによる動きの詑較では，収

録ビデオから授業の場面ごとに画畿を写真に興

し，観点別に比較したG

対象授業の概要

比較対象となる「表現」と「リズムダンスj

の授業の大会名・学校名・学年・単元名・学習

内容は以下に示す通りである。

大会名称:

f第43回全国学校体育研究大会 第 4分科会

第46回徳島県小学校体育科教育研究大会j

対象学校:

徳島県俸島吉立大松小学校

〈再体育館に於いて)

対象授業:

く表現>

基本の運動-表現1)ズム遊び

2年2組 26名

fまほうのじゅもんでへ~んしんi
{学習内容】 忍者になりきって，友だちとー諸

に楽しく踊る。

くリズムダンス>

表現運動ーワズムダンス

3年3組 30名

『のりのちダンス』

[学習内容] サンパのリズムにのって，友だち

と動きを工夫しながら踊る。

「表現Jの授業の単元は「表現リズム遊び」

〈基本の運動)で， I表現遊びjの題材は「まほ

うのじゅもんでへ~んしんJであった。単元の

ねらいは， Iいろいろな国のすきなものになり

きって，友だちと停よく楽しむことができる。」

である。全5時間で構成されており，本時は 3

時間自にあたる。全5時間の学曹活動の大枠は

以下の通りである。

1時間目…オリエンテーション

2時間百…ジャングルの国

3時間自…忍者の国

4時間目…宇宙

5時霞目…魔法の呪文でへ~んしん

学習内容誌，<学び方><慈度>く技龍>に

ついて以下のように提示しである。

<学び方>いろいろな表現リズム遊びの仕方

を知札活動を工夫することができる。

く態度>頼番やきまりを守って，安全に気を

つけながら，だれとでも仲よく表現1)ズム遊び
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に取り組むことができる。

<技能>いろいろな表現リズム遊びを楽しく

行うた，めの，いろいろを運動の基礎となる動き

を身にイすけることカミできる。

本持の授業の内容は，以下の表に示す通りで

ある。(表 1) 

表 1 r表現リズム遊びjの展麗

学習活動 教師のてだて

1.軽快なワズムの音 1.友だちと動きをま

楽にのって，楽しく ねし合ったち，手拾

揺る。 子をつけたちして，

楽しく語ることがで

きるようにする。

2.忍者の特徴的な動 2. イメージがわきや

きをイメージし， 1本 すい言葉かけをしな

全体を使って表現す がら，一緒に踊る。

る。

3.表したい場冨を選 3. 1専をしているとこ

び，動きを続けて友 ろか，操子がよく分

だちと楽しく濁る。 かるように，友だち

と動くことができる

ようにする。

4.見せ合いをするc 4.楽しかったところ

や，友だちゃ自分の

動きのよいところを

見つけることができ

るようにする。

5.本詩のまとめをす 5.楽しかったところ

る。 や友だちのよい動き

などを全員で、踊って

楽しめるようにする。

[ワズムダンスJの設業の単元名は「のりの

りダンスJであった。単元のねらいは， 1リズ

ムの特徴に合わせて，友だちとかかわって，楽

しく踊ることができる斗である。全5時間で構

成されており，本時は 4時間Eにあたる。全5

時間の学習活動の大枠は以下の通りである。

1時間目…オワエンテーション

2持題目…軽'決なリズムのロック

3持関目…沖縄展のつズムのロック

4時間自…陽気なリズムのザンパ

5時間自…ダンス交、流会

学習内容は，く学び方><態度><技龍>に

ついて以下のように提示しである。

く学び、方>表したい動きや，リズムにのって

踊るための活動を工夫することができる。

<態度>友だちとともに楽しんでリズムダン

スに取ち組み，互いのよさを認め合うことがで

きる。

く技能>いろいろな音楽のワズムの特徴をと

らえて，リズムにのって揺ることができる。

本時の授業の内容は，以下の表に示す通りで

ある。(表2) 

表 2 rリズムダンスjの展開

学習活動 | 教師のてだて

1.メドレーで自由に

揺る。

2. サンパのリズムに

のって踊る。

3.サンパのリズムに
のって，友だちと動

きを工夫しながら踊
る。

1.体をいっぱい使っ

て語ることができる

ようにする。

2.サンパの音楽を聴

かせて，リズムにの

って自自に踊ること

ができるようにする。

3.友だちと動きを工

夫することができる

ようにする。

4. ミニ交流会をする。 I4.全員で楽しんで揺

ることができるよう

にするc

調査方法

くビデオ観察>

クラス全体を撮影した収録ビデオより，限ら

れた範囲でiまあるがビデオ観察を行った。観察

の観点は以下の通ちである。

①なりきって踊っているか。

(1表現jは忍者になりきっているか。ドjズム

ダンスjは各曲にのっているか。〉
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②授業の涜れはスムーズであるか。

③教師の言葉かけによって克童の動きはどう

変化をもたらすか。

④授業に効果的な教材は用いられているか。
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の3点を中心に観察を行ったc

くゼデオプリンターによる画像の比較分析〉

本研究では，収録ピデオを授業の場面事に区

切りビデオの画像を写実に起こした。それを

データ化し，両授業を見比べて比較・分析した。

観察の観点は以下の通りである。

①空間の使い方はどうか。

②児童の動きに特裁はあるか。

③授業の目標に合った動きをしているか。

④授業に効果的な教材にはどのようなものが

あるか。

結果と考察

くビデオ観察の結果と考察〉

調査方法に挙げた観察の各観点について結果

と考察を述べていく。

①なりきれているか(曲にのれているか)に

ついては， 1表現」では克童の表情がいきいきと

しており，集合の号令がかかると真剣な表情を

して集まっている姿が見受けられた。話し方に

も I~でござる。」など忍者になりきっている

言葉が飛び交っていた。一方， 1リズムダンス」

では楽しそうな表情を浮かべて側方伊j立回転を

入れて工夫したちグループで見せ方を工夫した

りする姿が見られた。だが，どの曲がかかって

も動きに変化は見られず，曲の特徴やイメージ

をつかんで、踊っている児童は見受けられなかった。

②授業の流れについては， 1表現」では忍者

の修行として手裏剣の飛ばす練習や避ける練習，

戦う為の技の練習をして最務的にはお域にきち

われたお姫接を助けに行くというストーワー性

があった。忍者としての動きを何度も諌習する

ことで児童の意欲も高まっているように見えた。

一方， 1リズムダンス」ではウォーミングアップ

から発表まで曲をかけ続けてそれに合わせて語

るという流れだ、ったのだが，終始動いている見

童のパックに曲が流れているというだけで各畠

の順番などに工夫は見えず，授業の流れがス

ムーズとは言えない状況であった。恐らく曲JI頂

は入れ替わっても変わりがないのではないかと

感じた。

③教師の言葉掛けについては， 1表現jでは単

元の初めの方に決めている変身の呪文によって

忍者に入り込みやすい工夫がされていたc また，

児童の発言に教舗が大きなリアクションと忍者

特在の言葉で返答することで児童の動きにも変

色が出ていた。見童かち表現の種類を導き出そ

うとする時も多様な表現ができるように[ここ

におつきな木があるぞ!Jと言って本の陰に諮

れる表現をさせたり，手裏剣を避ける練習をし

ている児童に手裏剣で、攻撃に向かったりと教師

の言葉掛けや行動が児童の表現に多大な変化・

影響をもたらしていた。一方， 1リズムダンス」

では，教師の言葉掛けは多いものの，その言葉

かけが克童に直接変化・影響をもたちしている

ようには見えなかった。具体的には，曲をかけ

ながら， 1手足を大きく。J1おしりふって。J1手

ふって。J1回ってJ というような助言がなされ

ていたが，児童はどのように手足を振ればいい

のか・どのように居ればいいのかが分からず，

手足の伸縮も見られないし，呂転のメリハリも

見られなかった。また，賞賛の言葉かけも， 10 

Oくんの回るの良かったね。J100くんの瑳は

おしちふってたねoJと褒めているが，名前を言

われた児童に関しては，あの動きで、良かったん

だなと確認することができるが，直接名前を呼

ばれなかった児童に関しては長かったと褒めら

れた動きがどのようなものなのかを見ていない

ので自分の動きに取り入れることも自分の動き

を確認することもできないでいたむ

④授業の教材については， 1表現jでは変身の

際に用いる呪文や集合時の合言葉を巻物で示し

ており， 1時間自のオリエンテーションの時開

にみんなで確認ができていることで毎匝の変身

に用いることができていた。また，場面の設定

を効果的にj案出するように壁にお域の堀の絵や

寵の木の絵がかけられており，教師もなちきっ

て忍者の格好をしていた。黒較にお姫議のフ

ラッシュカードを提示したり，挑戦状の巻き物

も使っていたため，児童はみんなが忍者になり

きって，集合がかかってもすち足で集まったり，

手裏剣を飛ばしながら集まったりしていた。授
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業後の振り返りの学習カードでは f修行ノートj

と名前を付けて毎時の感想、を書かせることで，

次回の授業への意欲も持たせていた。一方，

「リズムダンスjでは指導書に提示している動

きの例の留を黒板にフラッシュカードとして提

示していた。様々な動きが到に挙げられており，

教師も「この中からどの動きをするか選んでや

くビデオプリンターによる頭録の比較分者〉

ろうね。j と言葉かけをしていた。しかし，動

きが図となっているため，~だけを見ていては

どのような動きをして臭いのか，どのように発

展して長いのかが分からないようであった口 開

示の中から選択して踊っていてもその前と議き

に大差はなく，教材が効果的iこ用いられていな

いように感じられた。

調査方法に挙げた観察の各観点について結果と考察を述べていく。

各観点に該当する画橡を任意の場面を選択し比較する。

①空需の使い方については，以下の場冨を取り上げた。

国 1 I表現リズム遊びj

国3 I表現リズム遊びj

図 1は， 1表現1)ズム遊び」の手裏剣を値々

に飛ばす練習をしているところである。また，

E塁3~ま，手裏剣を避ける練習をした後に手裏剣

を使って友だちと戦いをしている場面である。

国 2 Iリズムダンスj

堕 4 Iリズムダンスj

函2は， 11)ズムダンスjのサンパの曲に合わせ

て各グループで創作をして踊っているところで

ある。また，図 4は，導入のメドレーが終わっ

た後すぐにサンパを踊っている場面である。
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まず，この 4つの画像をよ七較した時に一番感

じたことは， I表現リズム遊びjの方はどの場面

かが詳しく説明しなくても理解しやすい。それ

によ七べて， Iリズムダンスjの方は，説明を加

えてから画像を見ても場面の特徴や変化がない

ため分かりづらい。そして，空間の使い方につ

いて述べると，ぱっと見ただけではそれほど違

いがあるようには見えない。だが， I表現1)ズム

遊びjは児童自ち広がちたい方向へむけて動い

ておち，国りで晃ている研究大会の参加者にま

で手裏剣を投げていた。一方， Iリズムダンス」

は，広がっているのは教師が「広がりなさいj

と亘接指示をして，手を引っ張って動かしたか

らであって，図 4の学習指導後にはまた小さく

まとまってしまっていた。また，単元が違うこ

とで選択した場面に学習内容での共通点はない

のだが， I表現1)ズム遊びJの方では克童が様々

な方向を向いて手裏剣を投げている。それに比

べて， Iリズムダンスjで辻，終始グループや

友だちと向き合って中を向いて踊っていた。

②特徴的な児童の動きについては，以下の場面を取り上げた。

国5 i表現リズム遊びj

図7 i表現リズム遊びj

図5は， I表現リズム遊び」で手裏剣を四方

八方に飛ばす惨行をしている場面である。図 7

は手裏剣を避ける修行をした後に手裏剣を投げ

ながら避ける修行をしているところである。図る

は， IリズムダンスJでグループに分かれて踊っ

図6 iりズムダンスj

図8 iリズムダンスJ

ている場面である。男子児童一人を中心に屈ん

だ隊影になっている。図 8は，別のグループが

揺っている場面である。一人の女子児童が髄方

倒立自転をしている。これら 4つの場面にはど

れも特徴のある克童の動きがある。
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「表現リズム遊び」では，真剣な表情で手裏

剣を投げている女克の姿があるが，手先まで

しっかりと侍びていて静止画であるが躍動感が

窺える。また，手裏剣を避けながら自らも攻撃

している男児の姿もしっかりと足を上げて跳ん

でおち，尚旦つ相手の姿も捉えようとしている。

これもまた写真から動いている様子が想像しや

すい。一方， Iリズムダンス」の克童の姿もま

た特設的であるo 1つ昌のグループでは手を上

に大きく神ばす女児の姿があるc 是もしっかり

と曲げており，識しさが伝わる。また，髄方劉

立回転をダンスに取り入れるのも楽しく華やか

な様子が分かる。こうやって見ると，どの児童

にも特徴があり，その良さがあると思われる。

しかし，ここで大切なことは大きな動きや特徴

あるいきいきした動きを画{象として見ることだ

けではない。「表現リズム遊びJの児童は忍者

の模散をして忍者にな与きっている。なりきっ

た上で忍者らしくという思いから表情が真鰐と

なり，方向も自分で定めて精一杯投げているの

である。男兎も忍者になりきって手裏剣で攻撃

することと訪御することも考えて精一杯競んで

投げているのである。本時のめあてであった

「忍者になりきって，友だちと一諸に楽しく踊

ることができる。」という目標が結果として表

現されている様子である。それに比べて「リズ

ムダンスjの授業では， Iサンパのつズムにのっ

て，友だちと動きを工夫しながら踊ることがで

きる。」というのが本持の目標であるが，児童

の動きにはサンバのリズムは全くといっていい

程現れていない。それ辻，列挙した場面だけで

なく授業全体を通してサンパのリズムは教授で

きていないと思われる。図 6の女克の動きはと

ても大きく，サンパにいかせる動きであると思

われるが，グループの他のメンバーと動きは

合っていないし，関連性も見当たらない。曲を

編集して，切れる度にグループで相談する時間

をとっていたが球形の工夫だけでサンパの動き

にはつながっていなかったようである。それも

由を全て編集してしまっているため，児童の相

談する時間(曲と岳との空白部分)が決まって

おり，児童に合わせて調節できなくなっていた。

また，図 8のグループの動きも，側方倒立回転

をしている女児以外は特徴的な動きを見せてい

なかった。それに，側方債立国転をした女克も

サンバの動きでiまないし，曲をかけて自自に踊

るという提示から動きを導き出した詩にどう動

いて良いか分からず自分にできる動きを考えて

行ったものだと思われる。上記，空間の使い方

でも記述したが， I表現リズム遊びjの酉{象は

どの画像を見ても場面が特定できるのであるが，

「リズムダンスjの画後はどの場面であるか特

定するのが難しいものが多い。どの曲がかけら

れているのかも分かりにくいのである。つまり，

各曲や場面に合わせた動きが克童から見受けら

れないのである。

③授業の目標に合った児童の動きについては，以下の場面を家り上げた。

菌 9 r表現リズム遊びj 函10 rリズムダンスj
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函11 r衰麗リズム遊びj

国9は， I表環リズム遊びjの“ひとりで"

君、者の修行をしてお乃，いろいろなところに隠

れようということでこの女克は水の中に隠れて

いる表現をしている。 他にどのような表現が

あったのか参考までに挙げておくと，木の陰に

隠れたり壁にへばりついたちという表現が見ら

れた。図11は，手裏剣を使って散を慣そうとし

ている場面でこの女児は周りで見ていた研究大

会の参加者に手裏鰐を向けて戦いを挑んでいた。

参加者の先生方も児童の攻撃に応えていた。ま

た，図10は fリズムダンスjでグループごとに

サンパを踊っているところで教師がサンバのス

テップを教えようとしている場面である。図12

1ま，グループでのサンパを養えた後に円になっ

て全員で踊ろうと隊形を移動している場面であ

る。

国9の女克は揺れる忍法を考えて水の中に揺

れようと言う発想、で表現をしていた。 組の児童

が木に隠れたり媛ぱいになったり壁にくっつい

たりしている中で，この女児は他の児童の動き

には気にも留めずに一生懸命表現をしていた。

ここでの目標は忍者になりきって語れる修行を

することであった。とても多議な表現が出てお

り，感心することが多かった。国立の女児も手

裏剣で戦いを挑むという時に標的は体育館にい

函12 rリズムダンスj

る人全員だったのかもしれない。也の児童に向

かわずに国与の先生方に一目散に向かっていっ

ていた。声も出して戦っていた。それに比べて

「リズムダンスjの場面では，図10のサンパの

スッテプを教授しようとしているところも「前

後に足を動かして」という言葉かけだけで詳し

くステップの踏み方を教えることがないので前

後に動く真叡をする児童泣いてもサンパのス

テップにはなっていなかった。この図の場面で

も，教師は前後のリズムをしているのだが，児

童の動きに変化はなく，立って座ってを操り返

しているだけであったc 医12の円への縁形移動

は，砲の見童の動きも晃ながら踊ることができ

るので授業を通して一度も球形移動がなかった

だけに良い工夫の仕方だと患われる。しかし，

この後円になってからも「自由に踊りましょう」

という指導は変わらないので，児童の動きに変

住がみられなかったことがとても残念であった。

弗を作ってそこかち円になるという隊形移動を

しているのであればサンパ球とじてパレードの

ように繰り歩くこともできるし，円になってみ

んなを見渡せる場で，長い動きをしている児童

を取り上げたりみんなで順番に他の児童の動き

を真叡て踊ったりしても良かったのではないか

と思う。
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④授業の効果的な教轄については， 以下の場匿を取り上げた。

図13

菌15

密17

f表現りズム遊びJ(変身の呪文)

どJiチjiJG
f711J JFfbJ江 .. ' " 

;yi ごJtミJ?ff 
rfPFf fiiJJ 

「表現リズム遊びJ(巻き物}

「表現リズム遊びJ(まとめ〉
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f表現リズム遊びJ(集合時の合言葉)

「表現リズム遊びJ(後方:堀の絵)

「表現リズム遊びJ(諺行ノート)



f表現運動j領域における動きの内容別比較研究

よ伊予冨
罰19 fリズムダンスJ(動きの偶)

図13~圏18は「表現リズム遊びJ の教材とし

て用いられたものの画後である。国13は，単元

を通して変身する時にみんなで唱える呪文であ

る。国14は，集合の際に使う合言葉である。教

師が『出jと声を出せ試児童は rJluと言いな

がら集まってくるように決まっている。醤15は，

本時の忍者の模倣での授業のめあてを巻き物で

r~多行の心得J として提示している場面である。

「一つ，べしoJという言い自しで忍者になり

きった状態でめあてを認識することができる工

夫もされている。図16は，認知学習場面で合言

葉をかけて集まっている場面である。 後ろのお

竣の堀の絵に注目したい。この左到にも同じ大

きさの絵がかけちれている。お城に行くイメー

ジを絵からも取ち入れることで児童の意欲も掻

き立てるし，よち濃い表現につながっていくで

あろう。図17は本時(忍者の国)のまとめの表

である。 i修行Ji傷Ji道具Jiお域Jiその色」

に分かれており，授業で学んだ内容が一目瞭然

である。図18は，授業の最後に書いている感想、

を書くノートである。刊多行ノート』という名

謡がつけられていて単元の各授業でその授業に

合ったページを開いて記すようになっている。

授業のE標も書いてあり，児童自らが考えて取

り組めるようになっている。国19・20は， iリ
ズムダンスjの教材の画像である。どちらも動

きの例として挙げられており，図20にはめあて

も提示されている。いろいろな動きの例があ号，

友だちとの関わりかたも参考になる。

どちらの授業も全国研究大会での授業だけ

図20

あって教材や場の工夫にもとても時開をかけら

ていることが分かる。授業に合った教材を選ん

でタイミングにも注意して提示すること誌とて

も大切なことである。ここで一つ注目しておき

たいのは， iリズムダンスjの授業の動きの例

についてである。この例をf吏って踊っている児

童も中にはいたであろうが，教師の提示の仕方

が暖味であったように患う。 iグループでこの

中から 1つすること決めてね。jと言って提示

したのだが，相談する時間もあまりないまま運

動学習場面へと続いたため児童がその動きをグ

yレープでどのように取号入れて良いか因ってい

るように見えた。また，やはち重さきを絵で表し

ているためそれを実際に動いて現してみようと

すると案外難しいものである。一度教師がはっ

きりとした演示でこれはこういう動きですよと

いう風に児童に晃せることができたら違ってい

たように思う。また，用いる畠についても大切

な教材であるが， iリズムを感じて踊ろうJiリ
ズムにのってJという指導にも関わらず，全て

の屈で克童の動きに起伏や変住が見ちれなかっ

た。速さやリズムも違う数曲を選んで提示して

いるのにもったいないと感じた。

まとめ

本研究では，全国学校体育研究大会での公開

授業を研究対象として比較・分析を行った。対

象とした授業は 1つの研究大会だけであったが

全国に公開する授業でこの結果だったことは非
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常に驚きであった。ビデオ観察とビデオプリン

ターでの動きの分析によって児童の動きから分

かったことは， I表現リズム遊び」では，芝、者と

いう題材を生かした模倣表現が高低差や伸び読

み，緩急や遅速のメリハリがついた全身を使っ

た動きになっていた。楽しい表靖や真剣な表清

など，忍者になりきった表靖を場面ごとに見せ

た。体育館の隅から謂まで昌一杯に広がったち

合言葉で一気にぐっと寄ったりという空間だけ

を見ても見童が藷一杯動き回っている姿が窺え

た。一方， rリズムダンス」では，ただ曲にのっ

て動いているという印象であった。全員が殆ん

どその場から動かずに，手足を持ばしたり，高

低差をつけて踊ったりする様子も見られなかっ

た。

教師の指導の展開について分かったことは，

「表現リズム遊び」では吊意周到で工夫された

教材や場の設定と教師の豊かな言葉かけや宣接

的な動きによって児童のイメージや動きを引き

出し，そのものになちきった忍者の国を作り出

していた。これに対し， Iワズムダンスjでは

数曲のメドレーをしていてもその畠にあった言

葉かけや動きの指導がないため，どの曲がか

かっても単語で罰じ動きの達続であった。

以上の結果かち， IリズムダンスJ指導では

多様な動きの引き出し方と授業展開の菌難さが

問題点、として挙げられる。 r1)ズムダンスJは

ただ楽しく自由に踊りなさいという指導では教

授したい内容が薄いように思う。違いのある数

畠を選んだからにはその違いが分かるように指

導するべきであるし，違いを理解させた上で踊

ることが必要である。また，初めから自由にと

いっても「表現運動」やダンスをしたことのな

い児童にとってほどのよう動きをすれば良いの

か分からないものである。畠に合った動きとい

うのはこういうものですよと教師が提示してー

鰭に揺ることも大切であるし，時には「手足は

もっと停iまそうねJとか「この動きはもっと抵

く小さくなるんだよj とか動きに変化がつくよ

うに捷時言葉かけをしていくことが必要ではな

いかと考える。

本研究では， Iリズムダンス」指導の問題点を

挙げることを目的とした。今後はよりよい「リ

ズムダンス」指導にはどのような授業展開が望

ましいかという発展的な指導法の研究にも幅を

広げていきたい。また，今後現場に於いても数

多くの授業実践を踏まえた上で「ワズムダンス」

の良さを生かした授業展開がなされていくこと

を切に願う。
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